



























































































































































































































































2- 1 楽しく学習することができている 意欲
2- 2 授業内容がよく分かっている 知・技
2- 3 授業に集中して取り組むことができている 意欲
2- 4 授業に進んで参加することができている 意欲
2- 5 授業で学習したことをもっと調べてみたい 意欲
2- 6 学習に必要な情報を見つけることができている 知・技
2- 7 授業で新しい考えを見つけることができている 判断・表現
2- 8 授業をとおしてじっくりと考えて，自分の考えを深めることができている 判断・表現



















































































N M(SD) N M (SD)
理科は好きな教科ですか，嫌いな教科ですか 55 3.51 （0.64） 55 3.64 （0.65） 0.20 -1.04
総合的な学習の時間は好きですか，嫌いですか 55 3.44 （0.74） 55 3.04 （0.77） 0.53 2.78 ＊＊





























































N M (SD) N M (SD)
学びに向
かう意欲
授業内容がよく分かる 55 3.53 （0.63） 55 3.64 （0.52） 0.19 -0.99
授業に進んで参加すること 54 3.35 （0.65） 55 3.58 （0.60） 0.37 -1.92
自己評価
学習に必要な情報を見つけること 55 3.27 （0.62） 55 3.42 （0.66） 0.23 -1.19
授業で新しい考えを見つけること 54 3.17 （0.75） 54 3.35 （0.62） 0.27 -1.40
相互評価
友だちと教え合うこと 55 3.11 （0.99） 55 3.29 （0.69） 0.21 -1.12





49 3.49 （0.74） 51 3.35 （0.72） 0.19 0.94
動画をみる授業はわかりやすい 50 3.76 （0.52） 52 3.56 （0.61） 0.36 1.81






















































N M (SD) N M (SD)
学びに向
かう意欲
楽しく学習すること 57 3.75 （0.47） 58 3.60 （0.59） 0.28 1.51
授業内容がよく分かる 57 3.67 （0.51） 58 3.43 （0.57） 0.44 2.34 ＊
自己評価
授業で新しい考えを見つけること 57 3.19 （0.83） 58 3.40 （0.62） 0.28 -1.49
授業を自分にあった方法やスピード
で進めること




56 3.07 （0.71） 58 2.83 （0.78） 0.19 1.75
授業でグループ学習に，進んで参加
すること
35 3.06 （0.94） 58 3.41 （0.70） 0.45 -2.09 ＊
授業で友だちの考えや意見を聞いて，
考えを深めること





56 3.59 （0.76） 57 3.33 （0.81） 0.33 1.74








































N M (SD) N M (SD)
学びに向
かう意欲
楽しく学習すること 55 0.15 （0.52） 55 0.04 （0.67） 0.18 0.96
授業内容がよく分かる 55 0.13 （0.55） 55 -0.20 （0.70） 0.52 2.72 ＊＊
授業に進んで参加すること 54 0.00 （0.64） 55 -0.25 （0.75） 0.36 1.90
自己評価
学習に必要な情報を見つけること 55 0.09 （0.67） 55 -0.05 （0.85） 0.19 1.00
授業を自分にあった方法やスピード
で進めること




53 0.00 （0.65） 55 -0.25 （0.84） 0.34 1.76
友だちと教え合うこと 54 0.31 （0.87） 55 0.05 （0.80） 0.31 1.63
授業でグループ学習に，進んで参加
すること
29 -0.45 （1.02） 52 -0.13 （0.82） 0.35 -1.51
友だちと協力して，学習すること 49 0.06 （0.72） 51 -0.06 （0.61） 0.18 0.90
授業で友だちの考えや意見を聞いて，
考えを深めること





48 0.15 （0.77） 50 -0.10 （0.81） 0.31 1.53
動画をみる授業はわかりやすい 49 -0.10 （0.62） 51 0.08 （0.66） 0.28 -1.41
コンピュータを使って資料を大きく
して見ることはわかりやすい
48 0.02 （0.79） 52 -0.12 （0.73） 0.18 0.90























































d M2　- M1 t値
N M2 (SD) N M 1(SD)
学びに向
かう意欲
楽しく学習すること 55 3.76 （0.47） 55 3.62 （0.53） 0.28 0.15 2.06 ＊








54 3.06 （0.71） 54 2.78 （0.90） 0.32 0.28 2.39 ＊
友だちと教え合うこと 54 3.44 （0.82） 54 3.13 （0.99） 0.36 0.32 2.68 ＊＊
授業でグループ学習に，進んで参加
すること





48 3.63 （0.73） 48 3.48 （0.74） 0.19 0.15 1.31

































































d M2　- M1 t値
N M2 (SD) N M 1(SD)
学びに向
かう意欲
授業の内容がよくわかる 55 3.44 （0.57） 55 3.64 （0.52） 0.28 -0.20 -2.11 ＊








51 3.69 （0.47） 51 3.47 （0.61） 0.34 0.22 2.40 ＊
＊p<.05    ＊＊ p<.01    ＊＊＊ p<.001　　　効果量d の目安　小：0.2　中：0.5　大：0.8
表13．事後調査－事前調査の比較（デジタル教科書　使用無群）
指導者用デジタル教科書による授業実践と児童の学習への取組の特徴に関する一考察
－98－
イメージ化による学習活動が「授業に進んで参加」し
なくても理解に結びつけることをアクティベートする
とも考えられ，教授する側の授業の進め方次第で解決
できる問題あるいは今後の課題と言えよう。回答数が
少なく注意が必要であるが，グループ学習に進んで参
加しなくとも，デジタル教科書によって提示された画
像が正しい姿だと刷り込まれてしまい，児童が授業参
加に積極的ではなくなってしまう負の側面を生む可能
性を示唆している。
５．今後の展望
　デジタル教科書の教育効果を示す研究は端緒に着い
たばかりであり，まだ黎明期と言えよう。既にいくつ
かの実践事例報告があるが，その測定方法は分析手法
をどのように用いるかによって，また授業実践者の指
導方法に関する熟練の度合いによって変化することは
容易に考えられる。例えば，今回は中間的調査の側面
での研究成果を示したが，現在ICT活用研究の報告書
を出している NTT ラーニングシステムズ（2015）を
もとに，他の小学校においても実践を行い継続して調
査に取り組んでいる。
　本研究は，日々変容し生身の子ども達を対象に授業
を行っていること，同時に先生方も日々学校と取り巻
く様々な情勢の変化や多忙さによって，計画通りに研
究が進まないことも多々あり実施に至るまで調整を何
回も強いられた。我々の教育測定についてもこの新型
コロナウイルスの感染症による劇的な社会情勢や教育
環境の変化によって，新学期スタートからの計画が頓
挫して，その後の授業進度の回復や教育環境の落ち着
きを待ってからの計画調整再開，そして実施となった。
それでも，そのデザインされた授業と測定及び評価
から今後政府が主導に進める GIGA スクール構想と，
Society 5.0の社会を生き抜く子供達に提供するデジ
タル教科書の基本的な教育効果の一端について，エビ
デンスを伴って述べることができたらと考える。現在，
文部科学省（2018）を中心に「デジタル教科書の今後
の在り方等に関する検討会議」が動き出し2021年７
月末まで行われることが決定している。その後会議の
成果として様々な学習ツールの中の一つであるデジタ
ル教科書について重要な意見や方向性が示されるもの
と期待する。
付記
　本研究は，（公財）中谷医工計測技術振興財団科学
教育振興助成および宮城教育大学重点支援研究経費の
支援の助成により実施された。また本研究の一部は
JSPS科研費 JP20K22178の支援を受けたものである。
　渡辺・池田・太田は研究のコンセプトやデザインを
担当し，データの解析や解釈を行った。渡部・成田・
吉田はデータの収集や解析，解釈に十分貢献している。
中山は研究のコンセプトやデザインに十分貢献してい
る。全著者は論文の重要な内容について，執筆，修正
を十分に行い，発表原稿について最終的な承認して
いる。
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